
生活道路対策エリアの効果検証事例

（新潟市中央区日和山小学校地区）

【主な対策内容】

ライジングボラード、狭さく、スムース歩道
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：生活道路
対策エリア
（ゾーン30）

※各校の児童数：平成26年5月1日時点

旧湊小学校
（４２人）

旧豊照小学校
（５３人）

日和山小学校 旧校舎
（H27.4～H29.3）

新潟市立日和山小学校は、

平成２７年４月に豊照小、湊小、栄小、
入舟小の４つの学校が一つになり開校

旧入舟小学校
（２０９人）

生活道路対策エリアの概要、課題認識
○対策エリアの概要

・ワークショップを３回開催し、住民と協働で対策を検討

ワークショップ参加者 ワークショップ実施状況

新潟市中央区
日和山小学校地区•新潟市中央区の日和山地

区では４つの小学校の統合
に併せて、平成29年に日和
山小学校の新校舎が完成。

•地区内では通過交通が多く、
通学路指定が予定されてい
る区間において事故の危険
性が高いと予想されたため、
学校、地元等から対策要望
があった。

•ワークショップを開催しなが
ら住民と協働で対策を検討

●重点対策区間：日和山小学校
前市道（通称：栄町銀座）

H28.3：生活道路｢対策エリア｣の登録

ゾ－ン３０指定

H28.7：ビッグデータ分析結果の提供

H28.7～：ワークショップ開催

H28.10：現地点検

H28.11：主な実施方針とりまとめ

H29.3：日和山小学校（新校舎）前

市道の対策工事完了（一部除く）

H29.10：対策後の解析を実施

・取組の経緯

位 置 図
旧栄小学校
（７６人）

日和山小学校 新校舎
（H29.4～）

対策エリア内通学路

横七番町郵便局

栄保育園
願隨寺

：通学路
：歩道

写真①

写真①

2

にいがた ちゅうおう ひよ り やま

ひよ り

やま



20km/h以下
53%

30km/h以下
18%

40km/h以下
25%

50km/h
以下

4%

50km/h超
0%

(N=180)

30km/h超過割合
サンプル無

20%以下
40%以下
60%以下
80%以下
80%超

ETC2.0分析による課題認識の検証、潜在的な危険箇所の抽出

速度：道路区間別の30km/h超過割合

20km/h以下, 
64%30km/h以下, 

12%

40km/h
以下, 
10%

50km/h
以下, 
13%

50km/h超, 1%

：生活道路
対策エリア
（ゾーン30）

栄保育園

横七番町郵便局

願隨寺

規制速度20km/h
【栄町銀座】

⇒30km/h超過割合：24%
平均速度：18.3km/h

エリア内の速度分布 栄町銀座の速度分布

⇒20km/h超過割合：47%

（ETC2.0ビッグデータの分析により、エリア内の課題が判明）

〇エリア全体で、速度超過（30km/h）で走行する車両があり、栄町銀座（20km/h規制）では約半数が速度超過

○カーブが連続する区間、車道幅員の狭い区間、住宅等で視認性の低い交差点などで、急減速が多発

○事故は、急減速が多発している細い街路の交差点とその付近で発生
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急減速(0.3G以上急減速発生地点)・事故発生地点

：H24～H26発生の死傷事故

栄町銀座

：生活道路
対策エリア
（ゾーン30）

栄保育園

横七番町郵便局

願隨寺

■写真１ ■写真２

カーブ区間の状況 道幅が急に狭くなる箇所の状況

さ か え ま ち ぎ ん ざ

【出典】 １．履歴点データ：ETC2.0プローブデータ（H27.4～H28.3）
２．背景地図：国土地理院

【出典】 １．履歴点データ：ETC2.0プローブデータ（H27.4～H28.3）
２．背景地図：国土地理院



ETC2.0分析による課題認識の検証、潜在的な危険箇所の抽出

新潟市西区
新潟市中央区
（南側方面）

新潟島内
（対策･周辺エリア外）

柳都大橋

みなとトンネル

Ｎ

対策エリアの通過交通の状況

46％8％
32％

14％

5％ 27％

49％

19％

：生活道路
対策エリア
（ゾーン30）
：流入

：流出

●各トリップの割合（エリア全体）

●各トリップの割合（栄町銀座）

29.6%

70.4%

外外トリップ
外外トリップ
以外
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〇対策エリアを通行するトリップのうち、対策エリアにトリップエンドを持たない外外トリップは約３割を占める

○栄町銀座を通行するトリップのうち、約３割が外外トリップであり、時間帯別に見ると、平日では朝の通学時間帯

のトリップが終日の半数と突出

外外トリップ以外
73%

外外トリップ
27%

(N=136)

0% 0% 1% 0%

3%

0%

7% 8%

51
%

1% 3% 3%

0%

6% 6%

0% 0% 1%

4% 3% 1% 1% 0% 0%0% 0% 0% 0%
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6%
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17
%

5% 6%

3%

8%

0%

3%

0% 0% 0% 0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0時
台

1時
台

2時
台

3時
台

4時
台

5時
台

6時
台

7時
台

8時
台

9時
台

10
時
台

11
時
台

12
時
台

13
時
台

14
時
台

15
時
台

16
時
台

17
時
台

18
時
台

19
時
台

20
時
台

21
時
台

22
時
台

23
時
台

平日 土日祝日(n=136)

※ETC2.0プローブデータ（H27.4～H28.3）

栄町銀座全通過トリップの時間帯別割合

通過トリップ全体で、平
日朝が最も多い
（土日祝日は昼ごろが
多い）。

※平日:71 / 土日祝日:65

※ETC2.0プローブデータ（H28.4～6） （N=476）
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※ETC2.0プローブデータ（H27.4～H28.3）

新潟柳都中学校

新・日和山小学校

旧・栄小学校

：日和山地区
対策エリア
（ゾーン30）

栄保育園

願隨寺

横七番町
郵便局

※ETC2.0プローブデータ（H27.4～H28.3）



課題を踏まえた対策内容の検討

歩道設置＋スムース歩道
新･日和山小学校正門

歩道の設置 スムース歩道の設置

対策後通学状況

ゾーン３０の指定

対策後

狭さくの設置＋路面ｶﾗｰ舗装

対策前

※対策は交付金を活用して実施

新潟柳都中学校

新・日和山小学
校旧・栄小学校

：日和山地区
対策エリア
（ゾーン30）

栄保育園

願隨寺

横七番町
郵便局

朝の通学時間帯の通行規制＋ライジングボラード設置＋路面カラー舗装

対策後①

下降

上昇

対策前 対策後②
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○栄町銀座では、半数以上が速度超過→速度抑制対策（狭さくの設置、路面カラー舗装）

○また、平日朝の通学時間帯における通過交通が多い→通過交通の進入抑制対策

（ライジングボラード、スムース歩道）

さ か え ま ち ぎ ん ざ

対策後

対策前

対策後
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対策の効果検証（速度分布の比較）

〇エリア全体では、やや低速域にシフトし、30km/h超過割合が約25%から約23%に減少
〇重点対策区間（栄町銀座）では、約74%から約29%に減少

位置図

位置図
重
点
対
策
区
間

対
策
エ
リ
ア

さ か え ま ち ぎ ん ざ

ライジングボラード設置箇所

狭さく実施箇所

路面カラー舗装実施箇所

【出典】
１．履歴点データ：ETC2.0プローブデータ（対策前：H28.4～6 | 対策後：H29.4～6）
２．背景地図：国土地理院

(n=1,096)

(n=1,663)

(n=61)

(n=21)

63.2%

66.5%

14.1%

8.3%

12.9%

11.4%

9.1%

12.1%

0.7%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対策後

対策前

対策エリア内の速度分布の変化

20km/h以下

30km/h以下

40km/h以下

50km/h以下

50km/h超

30km/h超過割合：25.2%

30km/h超過割合：22.7%(▲2.5%)

33.3%

3.3%

38.1%

23.0%

23.8%

57.4%

4.8%

16.4%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対策後

対策前

対策エリア内の速度分布の変化

20km/h以下

30km/h以下

40km/h以下

50km/h以下

50km/h超

30km/h超過割合：73.8%

30km/h超過割合：28.6%(▲45.2%)

重点対策区間の速度分布の変化
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対策の効果検証（30km/h超過割合の比較）

〇重点対策区間（栄町銀座）では、30km/h超過割合が約74%から約29%に大きく低下
○エリア全体では、若干の低下

【対策前】 【対策後】

30km/h超過割合
サンプル無

20%以下
40%以下
60%以下
80%以下
80%超

30km/h
超過割合

エリア全体
22.7%

(▲2.5%)

重点対策区間
28.6%

(▲45.2%)

30km/h
超過割合

エリア全体 25.2%

重点対策区間 73.8%

ゾーン30

【出典】
1.履歴点データ：ETC2.0プローブデータ
期間：【対策前】H28.4～6、【対策後】H29.4～6

2.背景地図：国土地理院

重点対策区間 重点対策区間

さ か え ま ち ぎ ん ざ
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対策の効果検証（平均速度の比較）

○重点対策区間（栄町銀座）では、平均速度が約34km/hから約23km/hに低下

【出典】
1.履歴点データ：ETC2.0プローブデータ
期間：【対策前】H28.4～6、【対策後】H29.4～6

2.背景地図：国土地理院

【対策前】 【対策後】

平均速度
エリア全体

18.2km/h
(+0.6km/h)

重点対策区間
22.7km/h

(▲11.3km/h)

平均速度
エリア全体 17.6km/h

重点対策区間 34.0km/h

ゾーン30

重点対策区間 重点対策区間

平均速度

サンプル無

20km/h以下
30km/h以下
40km/h以下
50km/h以下
50km/h超

さ か え ま ち ぎ ん ざ
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対策の効果検証（急減速※1発生状況の比較）

○対策後、急減速発生回数が約3割減少（114回→84回）※2

【出典】
1.履歴点データ：ETC2.0プローブデータ
データ期間：【対策前】H28.4.1～6.30、【対策後】H29.4.1～5.26
※急減速

2.背景地図：国土地理院

急減速発生回数 114回
急減速発生トリップ

の割合
13.2%

急減速発生回数
84回

(▲30回)
急減速発生トリップ

の割合
9.5%

(▲3.7%)

× 急減速発生地点
ゾーン30

【対策前】 【対策後】

【エリア全体】

※1 定義：-0.3G以下の前後加速度（バスにおいて吊革にしがみついて止まる減速度）
※2 対策前：データ期間を3ヶ月と設定（トリップ数 515）

対策後：対策前のトリップ数と同程度になるようにデータ期間を設定（トリップ数 516）
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台
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台
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台
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時
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平日 土日祝日

(n=95)
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対策の効果検証（通過交通の比較）

○平日朝の通学時間帯における栄町銀座の進入抑制により、平日朝の通学時間帯に集中していた交通が

大幅に減少

対策前後における栄町銀座を通行するトリップの時間帯別利用割合の変化

※ETC2.0プローブデータ（H28.4～6）

平日では朝の通学時間帯
におけるトリップが突出
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(n=109)

平日の朝の通学時間帯
における通過交通を排除
（土日祝日もその影響あり）

※ETC2.0プローブデータ（H29.4～6）

※平日:72 / 土日祝日:37※平日:65 / 土日祝日:30
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対
象
：
対
策
エ
リ
ア
内
の
全
ト
リ
ッ
プ

【上図の出典】
ETC2.0プローブデータ
【対策前】H28.4～6、476トリップ
【対策後】H29.4～6、750トリップ

【対策前】 【対策後】

14.9%

85.1%栄町銀座を走行しない
トリップ：85.1%

栄町銀座を走行する
トリップ：14.9%（▲5.1%）

20.0%

80.0%栄町銀座を走行しない
トリップ：80.0%

栄町銀座を走行する
トリップ：20.0%



【参考】対策エリア周辺の市町村道における交通事故発生状況
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【出典】1.事故データ：生活道路事故統合DB
2.背景地図：国土地理院

生活道路事故の

発生地点

H24
H25
H26
H27

新潟柳都中学校

新・日和山小学校

旧・栄小学校

【生活道路対策エリア内の交通事故発生件数】

H24 H25 H26 H27 H28 H29
（H29.1～3）

0件 1件 1件 0件 0件 0件

H29
（H29.4～11）

0件

（対策後）（対策前）



今後の方針（追加対策の予定等）
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○対策効果検証（ETC2.0ﾃﾞｰﾀ分析による）結果まとめ

・重点対策区間（栄町銀座）では、大幅な速度低下が見られ、平日朝の通学時間帯
に集中していた交通は、通行規制とライジングボラードの運用により大幅に減少。

・エリア全体では、対策前後で急減速発生回数が約3割減少。

・これまでワークショップを３回開催し、住民と協働で対策を検討。Ｈ２９．１２月に第４回目のワークショップを開催予定

ワークショップ参加者 ワークショップ実施状況

→ H29.12月に開催を予定している市民とのワークショップにおいて、上記の効果
検証内容や今後の追加対策の必要の有無について検討予定。

さ か え ま ち ぎ ん ざ


